
ＣＮＧ自動車下部へのガソリンの流入防止対策についての検討方法（案） 

 

万が一、漏えい防止対策が機能せず、ガソリンが漏えいした場合、ＣＮＧ自動車下部へガ

ソリンが流入する危険性がある。この場合、ＣＮＧ自動車の高圧ガス容器が強烈なガソリン

プール火災で炙られ、高圧ガス容器の破裂又は安全弁が作動し強烈な火炎放射状態になる危

険性がある。 

このことから、資料３－２で挙げた次の対策について、検討することとする。 
 

フェーズ３：ＣＮＧ自動車車体下へのガソリンの流入 

安全対策の方向性 安全対策（案） 検討事項（案） 

給油設備から漏え

いしたガソリンが

ＣＮＧ自動車の下

へと流れることの

防止・ＣＮＧ自動

車へのガソリン火

災の延焼阻止 

a.ＣＮＧ自動車よりも低い位置に給油

設備がくるようにするための勾配の

設置 

b.ＣＮＧ自動車の下にガソリンが流入

しないよう溝を設置 

c.ＣＮＧ自動車の停車時に近接した場

所でのガソリン給油の禁止 

d.ガソリンに引火しても発熱量が少な

くなるよう床面に格子状の溝を設置 

e.ガソリンとＣＮＧガスの両方に対応

した消火設備の設置 

○既設の給油取扱所への設置は可能か。

（a,b,c,d,e,f,g） 

○どのようなレイアウトが考えられる

か。（a,b,c,d,e,f,g） 

○充てん待ちのＣＮＧ自動車の停車位

置はどうするか。（a） 

○火災を抑制させる溝の設置方法はあ

るのか（d） 

○有効な消火方法は何か。（e） 

荷卸しにより漏え

いしたガソリンが

ＣＮＧ自動車の下

へと流れることの

防止・ＣＮＧ自動

車へのガソリン火

災の延焼阻止 

f.ＣＮＧ自動車よりも低い位置に注入

口がくるようにするための勾配の設

置 

b.ＣＮＧ自動車の下にガソリンが流入

しないよう溝を設置（再掲） 

g.荷卸し中のＣＮＧ自動車の給油空地

内進入禁止 

d.ガソリンに引火しても発熱量が少な

くなるよう床面に格子状の溝を設置

（再掲） 

e.ガソリンとＣＮＧガスの両方に対応

した消火設備の設置（再掲） 

 

 

 

  

資料３－４－３ 
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１ ガソリンの火災性状 

（１）ガソリン燃焼特性 

ガソリンの燃焼拡大は非常に速いことが知られており、急激に高熱の輻射熱を発する。 

ガソリン燃焼と一般の可燃物燃焼との違いを比較したものは図１のとおり。 

 

図１ ガソリン燃焼と一般の可燃物燃焼との違い 

 

（２）ガソリンプール火災の輻射熱 

液体燃料の燃焼による火炎からの輻射の簡易計算方法 １）によると、輻射熱は燃焼面

積に比例するとされている。表１にガソリンを火源とした火炎輻射の簡易計算結果を示

す。 

ガソリンは漏えいすると一気に拡散し、燃焼面積が非常に大きくなることから、急激

に高温の輻射熱を発する。 

 

 
 
 
 
    q’’：半径方向に垂直な面への入射熱流束 
    χf：全発生熱 Q のうち輻射熱として失われる割合 
    R：火炎の中心と受熱点との距離 
    ⊿hc：燃焼熱（MJ／kg） 

  m’’∞：液面燃焼速度（kg／㎡ s） 
    εf：火炎輻射率＝１－e－（kfβ）D 
    kfβ：実効吸収係数（１／ｍ） 

D：燃料容器の直径 

q’’＝ 
χf Q 

4πR２ 

Q＝⊿hc m’’∞ εf （πD２／4） 
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   ガソリンの場合は以下の測定値 ２)が得られているためこれを用いると、 

χf：0.18  
⊿hc：43.7（MJ／kg） 
m’’∞：0.055（kg／㎡s） 
kfβ：2.1（1／ｍ） 

 

表１ ガソリンを火源とした火炎輻射の簡易計算結果 

ガソリンの

直径 
発生熱 

火源からの距離 

３ｍ ６ｍ １０ｍ ２０ｍ 

直径５ｍ 47.2MW 75.1kW/㎡ 18.8kW/㎡ 6.76kW/㎡ 1.69kW/㎡ 

直径３ｍ 17.0MW 27.0kW/㎡ 6.76kW/㎡ 2.43kW/㎡ 0.61kW/㎡ 

直径１ｍ 1.9MW 3.0 kW/㎡ 0.8 kW/㎡ 0.3 kW/㎡ 0.07 kW/㎡ 

直径 0.5ｍ 0.5 MW 0.8 kW/㎡ 0.2 kW/㎡ 0.07 kW/㎡ 0.02 kW/㎡ 

 参考：10 kW/㎡＝木材が無限時間の加熱を受けても着火しないとされる値 

    2.3kW/㎡＝人が熱による痛みを感じ始めるとされる値 ３） 

 

＜参考＞ 

 

図２ 給油ノズル・満量停止装置の故障時の噴出漏えい状況（１０リットル漏えい時） 

（床面の赤いマークの間隔は１メートル）４） 

 

２ ＣＮＧ自動車の火災想定 

（１）通常の自動車燃焼火災の進行について 

 自動車の燃焼性状については、過去に多くの実験が行われており、出火場所や着火源

の種類が異なれば、その後の火災の拡大といった自動車燃焼性状に違いが現れることが

わかっている。 

○ 原田ら ５）によると、屋内に駐車させた車両（運転席及び助手席側の窓１０cm 開放）

の運転者のシートに着火した場合、着火直後はシートが急速に炎上したが、車内はすぐ

に酸欠状態となり８分間くん焼状態が続いた。８分後のフロントガラスの破壊により、

車内がフラッシュオーバーした。着火後８分間は、発熱速度は４００ｋＷ程度でごく小

１０リットルの漏えいで、

２ｍ×３ｍほどの面積に拡

がっている 
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さいが、８分時でフラッシュオーバーした後、発熱速度は急速に増大し、約２ＭＷを記

録した。２４分後にはエンジンルームに延焼したが、この時間帯は換気支配型の火災と

考えられほぼ一定の発熱速度を示したと報告している。 

○ 岡本ら ６）は、実車を用いて、出火場所、車室窓の開閉状態、着火源の種類を変えた

自動車燃焼実験を実施しており、車両後部から出火した場合に車室内が盛火となるまで

に要した時間は最短で２７分、エンジンルームから出火した場合に車室内が盛火となる

までに要した時間は最短でも５０分が必要であることを確認している。この結果から、

車両後部から出火した場合は、燃料タンクから漏出したガソリンの火炎の燃焼熱によっ

て車室窓の破損がより起こりやすく、エンジンルームから出火した場合と比べ、車室内

への火炎の伝播が早い傾向がある と報告している。 

また、この報告の中で J. Mangsらの実験にも紹介しており、衝突事故により燃料タ

ンクから漏洩したガソリンに着火したケースを想定して、自動車下部の床面にヘプタン

（ガソリンの成分の一つである炭化水素系有機溶媒）を入れたオイルパンを設置して、

ヘプタンに着火して実験では、着火直後に自動車全体がガソリン火炎に包まれて、着火

後１０分以内に自動車の燃焼は盛火に至っており、自動車全体への急速な火災の拡大が

見られた と述べている。 

○ 燃料電池自動車に対応した地下駐車場等における防火安全対策に関する調査研究報

告書７）によると、平置き地下駐車場に駐車中の模擬燃料電池自動車から出火させ、圧縮

水素ガス容器の容器安全弁の溶栓部の温度が上昇し溶融するまでの時間内に消火設備

が作動し、火災を抑制し、容器安全弁が作動するまでに至らないかどうかの確認結果を

報告している。 

火源としては、後部座席に灯油をしみ込ませた布切れを置き、これに点火しており、

実験用消火設備（泡消火設備）の放射量等は、現行の消防法施行規則第１８条に従った

もので、水性膜泡消火薬剤３％型のものを用いている。 

泡消火剤の放射は点火２９９秒後から１０分間実施しているが、泡消火剤放出後４分

30秒で模擬燃料電池自動車内の温度は８５０℃から２００℃以下に、８分後にトランク

ルーム内の温度も６００℃から２００℃以下になり模擬燃料電池自動車の火災はほぼ

鎮火した。また、容器安全弁カバー内上部の温度が一時９７℃まで上がったが溶栓近傍

の温度は実験終了まで顕著な変化が見られなかったと報告している。 

 

図３ 実験の状況 
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図４ 温度測定結果 

 

 

○ 一般財団法人日本自動車研究所で行われたガソリン自動車の火災実験８）では、着火 

３０分後に燃料の給油口から出るガソリン蒸気に着火・燃焼する様子が見られたが、激

しく火炎が横方向に噴出するような状況は見られなかったことが確認されている。 
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図５ ガソリン自動車の火災実験 

 
（２）ガソリンプール火災におけるＣＮＧ自動車の燃焼進行について 

○ 平成１６年度に消防庁が実施した高圧ガス容器である燃料電池自動車用容器を用い

た火災実験では、健全な容器カバー内に収納された容器の直下でガソリン火災が発生す

ると、３分程度で安全弁が作動する可能性 があることが判明した。 

 

 
図６ ９０ｃｍ×１００ｃｍのガソリン火炎により高圧ガス容器を加熱している様子 
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○ 財団法人 日本自動車研究所の報告 ９）によると、高圧水素ガス容器およびこれらの水

素燃料系を搭載した自動車火災実験を実施しており、表２の実験条件で実施した結果、

図７の実験結果を得ている。 

表２ 実験条件 

No. 
想定した火

災形態 
火源 

放出孔に取り付けられ

たベント管 
圧縮水素容器 溶栓 

TEST１  車室内火災  灰皿に置かれた固

形アルコール燃料  

あり（内径6.8[mm]、２

本）、車両下への吹出

し 

Type3、46[L]、 ２

本、  

設定圧21[MPa]  

ガラス式  

TEST２  路面上での

ガソリン漏

洩火災  

容器が位置する車

体下部に置かれた

ガソリンプール火

炎  

PRD放出孔から直接ト

ランクルーム内へ吹出

し  

Type3、46[L]、 ２

本  

設定圧21[MPa]  

ガラス式  

 

 
 

 
TEST １ 

 

 
 
 

TEST ２ 

図７ 実験結果 

 
 

以上のことから、着火源がガソリン等の燃料以外 の通常の自動車火災の場合、緩慢に

燃焼が進行するため、高圧ガス容器の安全弁の作動には時間を要する （本実験の場合、

１９分程度）。 

一方、燃料タンクからガソリンが漏出する等の ガソリンプール火災 の場合、ガソリ

ンの強烈な火炎により、急激に燃焼が進行するため、高圧ガス容器の安全弁の作動は極

めて短時間に起こる（本実験の場合、３分程度）。 

 

 
  

安全弁の作動

までの時間に

大きな差 
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３ 検討の進め方（案） 

上記１，２を踏まえ、短時間であったとしてもＣＮＧ自動車の下にガソリンが流入しガ

ソリンプール火災となる状況は避けなければならないことから、漏えいガソリンを CNG自

動車の下に流入させないレイアウトを中心に検討する必要がある。 

これらの対策の実現化に当たって、検討の進め方は次のとおりとしてはどうか。 

（１）ガソリンが漏えいする危険性のある範囲の推定 

資料３－２で挙げたとおり、ガソリンが漏えいする要因は複数考えられる。漏えい状

況を分類すると、ホース破断等の１点での漏えいするものと、自動車の衝突により給油

設備がはね飛ばされどこで漏えいするかわからないものがある。また、勾配のレイアウ

トによって拡散範囲が異なってくる。 

設置する給油設備のホース長や自動車の衝突等による給油設備の移動範囲を想定し、

必要に応じてシミュレーションを行う等により具体的なガソリンの漏えいする危険性

のある範囲を想定し、それを踏まえて給油設備とＣＮＧディスペンサー間の距離、勾配

のレイアウトのパターンを検討してはどうか。 

 

例）勾配の違いによる漏えい範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

勾配が緩い場合              勾配が急な場合 

 

（２）ＣＮＧ自動車の下にガソリンを流入させない溝の設置方法 

ＣＮＧ自動車の下にガソリンが流入しないようにする方法として最も合理的な方法

は溝を設置することである。ただし、今回の規制緩和要望では、給油取扱所とＣＮＧス

タンドの停車スペースの共用化であるので、ガソリン給油設備の周囲を車一台分の溝を

設置する等、要望を実現させつつ効果的に溝を設置する方法について検討してはどうか。 

（３）レイアウトの考え方 

（１）、（２）を検討した上で、具体的なレイアウトについて検討していきたい。 

（４）有効な消火方法 

有効な消火方法の検討については、高圧ガス設備に設置される防消火設備と給油取扱

所に設置される消火設備との関係を検討する必要があることから、法令の内容を確認し

つつ、今後検討の進め方も含めて議論したい。 

 

漏えい箇所 漏えい箇所 
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